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　鈴木さんが代表を務める「手のひらサークルた
ねるべ」は、子育て世代の母親たちの「親子で楽し
いことをしてみたい」という声がきっかけで発足
した。登

と よ ま

米町を拠点として、地域のおじいさん、お
ばあさん、さまざまな団体のみなさんに協力をい
ただきながら、活動を展開している。
　地域の資源である「ひと」や「もの」を探し出し、
もっと輝かせ、生かす。そこに暮らす人々をつなげ
ていく。サークル名の「たねるべ」は宮城の方言で
ある「たねる（探す）」をもとにした。
　春はタケノコ、梅や桑の実、秋には柿や芋。味噌
作りや干し柿作り。昔、それぞれの家庭で当たり前
のように手に取り、続けていたこと。それらを伝承
できる環境は少なくなっている。そこで、橋渡しに

なるべく、若い世代や子どもたちに知ってもらう
活動を行うようになった。「手間はかかるが、子ど
もたちや若いママたちには新鮮に感じるようで、
楽しんでもらえている」と代表の鈴木さんは話す。
　昨年は、畑作業を通じて協力し合い一緒に食べ
る「エディブルヤードスクール」を開催。落花生や
綿の栽培、夏野菜を育ててピザを作ったりもした。
子どもたち中心のイベント「こども店長」や「ハロ
ウィンパレード」、近所の農家さん中心の「収穫祭」
イベントなども開催した。
　小さなきっかけで、たくさんの人とつながれる
楽しさを、多くの皆さんに知ってもらいたい。地域
全体で子どもたちを育てていきたい。その思いの
仲間たちが集っている。
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あ
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と
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